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ウィ ハー ン ソ ム デ ッ ト 館 
バン ヨン ラ タ ナ ッ ト 館 
チャ ンタ ラ カ セ ム また は 正面 宮殿 
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ビ ピ マ ン ・ ラ ッ タ ヤ 館 

ビ サ イ サン ヤラ ッ ク 館 

豆 殿 の 城壁 と 門 

ワン ラン また は 裏 宮殿 

プラ ー・ シ ー・ サ ン ペ ッ ト 圭 
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プラ ・ ラ ー ム 寺 

マハ ター ト 寺 
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セー ナー サナ ラー ム 寺 
スウ ンダ タラ ー ム マラ チャ ウオ タラ ウイ ハー ン 寺 
ス ア ン ル アン ・ ソ ッ プ サン 寺 
ロカ ヤス タラ ム 寺 

プッ サイ サワ ン 寺 

チャ イワ ッ タ ナラ ム 寺 

チャ オ ・ サ ム ・ ブ ラ ヤ ー 国 立 博物 館 
アユ タ ヤ 歴史 研究 セン ター 











古都 アユ タ ヤ は 正式 名 は プラ ナコ ン シ ー ア ユタ ヤ と 言い 、417 
年 に 渡り タイ の 首都 で し た 。 現在 で は タイ の 主要 観光 名 所 の 一 つと な 
っ て いま す 。 


アユ タ ヤ 県 は 2, 557 平 方 キロ メー トル と 比較 的 小さ く 、 整備 さ 


を 伸ばす こと が で きま す 。 タ イ の 主要 な 水路 で ある チャ オプ ラ ヤ ー 川 沿 
い に 位 置 し 、 4 世紀 に 渡 リ シャ ム の 首都 で あっ た 同 県 は 非常 に 重要 で 
ある と いえ ます 。 


アユ タ ヤ 市 は バン コク の 北 76 キ ロ の 位置 に あり 、 首都 と し て の 
時 代 な 忍ばせ る 巨大 な 廃寺 と 化し た 遺跡 を 数 多く 誇り ます 。 少し 南 に 
向かえ ば , 完璧 な まで に 整え られ た 素晴らし い 庭 園 に 陸 ま れ た バン パ 
イン 宮殿 が あり ます 。 また , 同 県 は 王妃 陸 下 の バン サイ 民芸 セン ター で 
も 知ら れ て いま す 。 





_ れ た 道路 , 鉄道 、 水 路 と バン コク か ら 距 離 的 に 近い こと か ら 簡 単に 足 
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象 の 囲い の 建造 物 

ナコ ン ・ ル アン 館 

ナ ・ プ ラメ ン 寺 

プ ブー カオ トー ン 寺 

クティ タオ 寺 

サマ ナコ ッ ト 寺 

ヤ イ ・ チ ャ イモ ンコ ン 寺 

バン サイ 王室 民芸 品 セ ンタ ー 
バン サイ 王室 民芸 串 セ ンタ ー で の 見 所 
パシ ツバ イン 

特別 行事 

アユ タ ヤ 県 の 地図 

どう や っ て 行け ば 、 いい で すか 。 


ارد ٗ-ے- مم I‏ 





観光 地 、 名 所 、 宮殿 や 建造 物 

アユ タ ヤ に は 王宮 、 チャ ンタ ラ カ セ ム 宮 殿 (正面 宮殿 ) 、 
ン ( 裏 宮 殿 ) の 3 つの 宮殿 が あり ます 。 更に 、 ブラ ナコ ン シ ー ア ユタ ヤ 市 
外 に も 、 バ ン バ イ ン 郡 に は パン パイ ン 宮 殿 、 ナ コン ルアン 郡 に は ナコ ン ル 
アン 館 な ど 、 王族 が 訪問 され る 時 に 使わ れる 宮殿 や 建物 が あり ます 。 


'ቃመጋ 


王宮 

現在 、「 古代 宮殿 」 と 呼ば れる 歴代 の 国王 の 住居 で あっ た 宮 
殿 は アユ タ ヤ の 城壁 の 近く に あり まし た 。 北 へ 2 キロ 先 に ある チャ ンタ フラ 
セム 宮殿 か ら 続 く 道 が 貫通 し て いま す 。 
古代 宮殿 は 毎日 00 から 18:00 ま で 開館 し て いま す 。 王宮 敷地 内 に 
ある 重要 な 建造 物 は 次 の 通り で す 。 


ウィ ハー ン ソ ム デ ッ ト 館 

正面 と 後方 が 切妻 造り に な っ て いる 館 は 一 番 広 く 、 脇 に 同じ 
く 切 妻 造り の や や 小さ め の 館 が あり ます 。 三面 の 回 廊 に 囲ま れ た その 
館 は 載 冠 式 の よう な 数 々 の 王室 儀式 が 執り 行わ れ ま し た 。 これ が アユ 
タ ヤ で 建て られ た 金 活 で 装飾 され た 最初 の 建物 で し た 。 


'ኔ 
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کے اي و ےا ተ‏ کر 
کے ay መ ከሐ ሥት ር‏ 


タイ 民族 が 北 の 隣国 か ら 攻 め ら れ 、 南 下 せ ざる を 得 な か っ た 
時 代 、1350 年 に ウー トー ン 王 に よっ て 建て られ た アユ タ ヤ 市 に は 今 も な 


お 当時 か ら の 遺跡 や 芸術 品 が 数 多く 残 つ て いま す 。 ア ユタ ヤ 市 が 衣 都 。 


で あつ っ た 時 代 に は 1767 年 に ビル マ 民 族 に よっ て 、 そ の 輝く 都 が 略奪 さ 
れ 、 破 壊し 陥落 する まで 、33 代 の 国王 と 幾つ か の 王朝 が その 王国 を 
支配 し まし た 


徹底 的 な 破壊 と 歴史 的 記録 か ら ア ユタ ヤ は 東南 アジ ア で 最 
も 隆盛 を 極め て いた 都 の 一 つ で あっ た こと が わか り ま す 。 その 歴史 的 ・ 
文化 的 重要 性 を 鑑み 、 現在 の 市 に 隣接 する 廃 堪 跡 地 で ある プラ ナコ 
ン シ ー ア ユタ ヤ 歴 史 公園 は ユネ スコ の 世界 遺産 と し て 1991 年 に 登録 さ 
ትው اسا‎ 
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ピ マ ン ・ ラ ッ タ ヤ 館 

これ は 宮殿 の 敷地 内 に ある 建物 郡 で 、 行 政庁 人 告 や 地方 自治 庁 告 と 
し て 数 年 使わ れ ま し た 。 

ピサ イサ ン ヤ ラッ ク 館 


この 四 階 建て の 建造 物 は 
宮殿 の 西側 に あり ます 。 ナラ イ 大 王 
の 時 代 に 建立 され まし た が 、 アユ タ 
ヤニ 度目 の 陥落 の 際 に 破壊 され ま 
し た 。 現 王朝 4 世 の 時 代 に 本 来 あ っ 
た 基盤 に 沿っ て 再建 され まし た 。 7 
マ 6 世 は この 建物 に 登り 、 天体 観 
を され まし た 。 


宮殿 の 城壁 と 門 





マ 6 世 の 御 下 命 を 受け 建設 され まし た 。 城壁 の 元々 の 基盤 
は 最近 の 発掘 調査 で 見 つか り 、 本 来 は 現在 ある 規模 より は る か に 大 
きか っ た こと が 分 か り まし た 。 


ワン ラン また は 
異 宮殿 

この 四 階 建て の 建造 物 は 
宮殿 の 西側 に あり ます 。 ナラ イ 大 王 
の 時 代 に 建立 され まし た が 、 ア ユタ 
ヤー 度目 の 陥落 の 際 に 破壊 され ま 
し た 。 現 王朝 4 世 の 時 代 に 本 来 あっ 
た 基盤 に 沿っ て 再建 され まし た 。 














وا دچ ووس سي شا ムツ ジー‏ 

過去 に は 「 プラ ティ ナン ・ タ イサ 」 と いう 名 前 で 知ら れ て いた この 
館 は 王宮 の 後方 部 分 に ある 池 の 中 州 に あり まし た 。 四方 が 切妻 造り 
に な っ た 屋根 構造 で し た 。 


チャ ンタ ラフ ラ カセ ム また は | 


IER EES 

第 17 代 アユ タ ヤ 国王 で あっ 
た タマ ラー チャ ー 大 王 の 時 代 に 王子 ( 
ナレ ー ス ワン 王 ) の 住居 と し て バー サッ 
ク 川 の 岸辺 に 建て られ まし た 。 この 宮 
殿 も ビル マ 人 に よっ て 破壊 され 、 長い 
間 放 置 さ れ た まま に な っ て いま し た 。 
現 チ ャ クリ ー 王 朝 の モン クッ ト 王 は た び た び アア ユタ ヤ を 訪れ る 際 の 住居 と 
し て 再建 し まし た 。 次 の よう な 見 所 が あり ます 。 


プラ ッ プ プラ ー・ ジ ャ トゥ ッ ラ ムッ ク 
この 四方 に 切妻 造り の 屋 
根 を 擁し た この 木製 建造 物 は 宮 
殿 の 東門 の 近く に あり ます 。 元々 
は モン クッ ト 王 が アユ タ ヤ を 訪れ る 
際 に 使わ れ た 住居 で し た が 、 後に 
芸術 局 の 管轄 下 に お か れ 、 チ ャ 
ンタ ラ カ セ ム 国 立 博物 館 と な り ま 
し た 。 月 曜 と 火曜 、 祝日 を 除く 毎 
日 、 9.00 か ら 16:00 ま で 開館 し て い 
ます 。 拝観 料 は 30 パ ー ツ で す 。 
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プラ ・ ラ ー ム 寺 

この 寺 は 主 宮 の 敷地 の 外 、 南 東方 向 に あり ます 。 ラ 
メス ワン 王 の 御 下 命 を 受け 、 王 の 父 に あたる ウト ー ン 王 の 火葬 が 執 
り 行 われ た 場所 に 建立 され まし た 。 寺 の 前 の 大 き な 池 は 当初 、! ノ ー 
ン サ ノ 」 と 呼ば れ て いま し た が 、 後 に 「 ブ ンプ ラ ・ ラ ー ム 」 と 名 を 変え 、 現在 
は !「 プ ラ ・ ラ ー ム 公園 」 と 呼ば れ て いま す 。 プラ ・ ラ ー ム 寺 は 毎日 8:00 
か ら 18:00 ま で 開館 し て いま す 。 拝観 料 は 30 パ バーツ で す 


マハ ター ト 寺 

この 寺 は 王宮 の 東側 の 正面 、 パタ ン 橋 の 近く に あり ます 。 ポロ 
ムラ ー チ ャ テイ ラー ト 1 世 の 時 代 に 建て られ て お り 、 仏 舎利 が 祭 ら れ て い 
ます 。 マハ ター ト 寺 は 毎日 8:00 か ら 18:00 ま で 開館 し て いま す 。 拝観 料 
は 30 バ ー ツ で す 。 


ラチ ャ ブラ ナ 寺 


この 寺 は パタ ン 橋 の 近く 、 マ 


ロム ・ ラ ー チ ヤ テ イラ ー ト 2 世 ( チャ オ ・ 
サム バラ ヤ ) は 、 チャ オア イ と チャ オイ 
ー が 象 に 乗っ て 対決 し 、 両者 と も 命 
を 落と し た この 場所 に 二 ニ つの 仏塔 を 
建立 する よう 命じ まし た 。 後に 、 そ 
の すぐ 近く に ウィ 八 - ン ( 本堂) と プラ 
ン ( 仏塔 ) を 建立 し 、 寺院 と な り ま し 
た 。 ラチ ャ ブラ ナ 寺 は 毎日 8:00 か ら 
18:00 ま で 開館 し て いま す 。 拝観 料 
は 30 パ ー ツ で す 








| ハタ ー ト 寺 の 反対 側 に あり ます 。 ボ 


プラ ー・ シ ー・ サ ン ペ ッ ト 寺 
この 重要 で 際立っ た 寺 は バン コク の プラ シー ラ タ ナ サダ ラム 寺 
(プラ ケ オ 寺 ) と 同様 , 王宮 の 敷地 内 に あり ます 。 ラマ ティ ボディ 世 の 時 





نم" 


で‏ ہی 
በ.‏ تن پچ 


代 に 住居 と し て 使わ れ た 宮殿 で し た 。 ポロ ム ト ラ イロ ッ カ ナッ ト 王 が 新た 


な 住居 建設 の 御 下 命 を 下さ れ 、 この 宮殿 は 僧 但 や 修行 僧 が 住ま な 
い 王 室 の 寺 と な り ま し た 。 毎日 800 か ら 18:00 ま で 開館 し て いま す 。 拝 
観 料 は 30/ パー ツ で す 。 


ウィ ハー ン ・ ブ プラ ・ モ ンコ ン ・ ボ ビ ピット 

鋳造 で 造ら れ た 大 き な 銅 製 の 仏像 で プラ ・ モ ンコ ン ・ ボ ピッ ト は 
元々 、 王宮 の 外 、 東側 に 祭 ら れ て いま し た 。 ソン タム 王 が 西側 に 移転 
する よう に 命じ られ 、 現在 の 場所 に モン ドッ プ ( 失 塔 ) で 覆 わ れ て いま し 
た 。 アユ タ ヤ 二 度 目 の 陥落 の 際 に 建物 と 仏像 は 焼き 討ち に あい 、 ひど 
く 骨 壊さ れ ま し た 。 現 在 あ る も の は 、 復 元 さ れ た も の 
で す 。 本 堂 ( ウィ ハー ン ) の 北東 に ある 開放 的 な 場 
所 は 以前 、 サ ナー ム ・ ナ ・ 
チ ヤ ワッ ト と 呼ば れ 、 王族 
の 火葬 が 執り 行わ れる 場 
所 で し た 。 ( 現在 は バン コ 
ク の サナ ー ム ルアン ブラ ー 
メン 広場 で 執り 行わ れ て い 
ます 。 ) 
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ロカ ヤス タラ ム 寺 

この 寺 は 王宮 の 裏手 、 ヴ ウォ ラテ ー タ ラム 寺 に 隣接 し て いま す 。 
古代 王宮 の 裏 を 通り 、 ウォ ラボ ー 寺 と ウラ チェ タラ ム 寺 の 前 を 通 つ て 行く 
こと が で きま す 。 توم اب په اي د اک ےک مت سےا تا لا اع سے ل0‎ 
仏像 が あり ます 。 仏像 の 近く に は ウィ ハー ン ( 本 堂 ) の 大 き な 6 角 形 の 
柱 を 見 る こと が で きま す 。 


چ3 ري 7ھ 

この 寺 は 島 と な っ て いる 街 の 南側 対岸 に あり ます 。 ウト ー ン 王 
と 家臣 が アユ タ ヤ を 新しい 都 と し て 興す た め 、 初め て 入植 し た 地域 に 
建て られ 、「 ウィ アー ン レ ッ ク 」 と 呼ば れ て いま し た 。 


チャ イワ ッ タ ナラ ム 寺 

この 寺 は ブッ タイ サワ ン 寺 と 同じ く 島 に な っ て いる 街 の 西側 の 岸 
辺 に ある 寺 で す 。 プラ サー ト ・ ト ー ン 王 の 御 下 命 よ り 建 立 さ すれ ま し た 。 角 
に ある 現存 する 本 仏塔 と 仏塔 群 は 良い 状態 で 保存 それ て いま す 。 チ 


ーー ャ イワ ッ タ ナラ ム 寺 は 毎日 8.00 か ら 18:00 ま で 開館 し て いま す ,。 拝観 料 


وی بر /30 は‏ 
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セー ナー サナ ラー ム 寺 

この 古い 寺 は 「 ス ア 寺 J と いう 名 前 が つい て お り 、 チャ ンタ ラ カ セ 
ム 宮 殿 の 裏側 に あり ます 。 主 な 見 所 は 2 体 の 仏像 で す 。 プラ サム プ タ . 
ム 二 と いう ウボン ソ ッ ト ( 布 薩 堂 ) 祭っ つて ある 主 と な る 仏像 と 、 ウィ ハー ン 
( 本堂 ) に 祭 ら れ て いる プラ イン プレ ー ン で す 。 2 体 と も 、 ビエ ンチ ャ ン か ら 
移さ れ ま し た 。 


スワ ンタ ダラ ラー ム ・ ラ チャ ウオ ラウ イハ ー ン 寺 

元々 は トー ン 寺 と 呼ば れ て いた この 寺 は ボ ポム ペッ ト の 近く 、 南 
東方 向 に あり ます 。 チャ ッ ク リ 王朝 直属 の 寺院 で ある こと か ら 、 同 王朝 
の 歴代 の 王 に よっ て 改築 され て きま し た 。 


ス ア ン ル アン ・ ソ ッ プ 
サン 寺 

この 寺 は 島 に な っ て 
いる 人 街 の 西側 に あり ます 。 チャ カカ 
ラバ パ バット 大 王 の 御 下 命 に より 、 
スリ ヨタ イ 王 妃 の 火葬 の 後 、 ソ 
ッ プ サワ ン 寺 が あっ た 場所 に 隣 
接する 王宮 の 庭 の 庭園 に 建 
て られ まし た 。 
「 ジェ デイ ・ シ ー・ ス リ ヨ タ イ 」 CPF 
EAE SKE PLANES 
仏塔 は 同 王妃 の 記念 碑 と し 
て 、 火葬 され た 場所 に 建立 さ 
れれ ま も た 














象 の 囲い の 建造 物 

この 建造 物 は 王族 が 象 の 駆り 集め を ご 覧 に な っ た 御 席 を 利用 し た も の 
で す 。 この 建築 物 は プラ ナコ ン シ ー ア ユタ ヤ 郡 、 ス ア ンプ リッ ク 村 に あり ま 
す 。 見 た 目 は 、 正面 中 央 か ら 45 度 の 角度 で 両手 方 向 に 森 の 中 へ 伸 
びる 丸太 の 棚 で 囲ま れ た 巨大 な 樽 で す 。 ر۱‎ ۱0018۳7 :۱۴ TC 
きた 丸太 の 高 さ まで ある 壁 が 立っ て いま す 。 囲い は 政府 に よっ て 1988 
年 に 改築 され まし た 。 
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ナコ ン ・ ル アン 館 

この 建物 は ナコ ン ル アン 郡 ナ コン ルアン 村 の バー サッ ク 川 の 東岸 に あり ま 
す 。 仏 の 足跡 を 祭る 祭壇 に 王族 が 訪問 され る 際 に 王族 の 宿舎 と し て 
使わ れ ま し た 。 ソン タム 王 の 時 代 に 建て られ た と され て お り 、 ブラ サー ト 
トー ン 王 の 時 代 に 石 営 で 固め た 妹 瓦 に 改良 され まし た 。 








زا 





チャ オ ・ サ ム ・ ブ ラ ヤ ー 国 立 博 物 館 


この 博物 館 は タイ 観光 店 事務 所 の 反対 側 に あり ます 。 様々 


な 骨董 品 、 仏像 や 有名 な 彫刻 を 施し た 板 な ど を 展示 し て いま す 。 کہ‎ 


塔 の 中 に あっ た 500 年 以上 前 の 宝物 和 親 に は 仏 舎 利 と 芸術 品 が 収め 





られ て いま す 。 また 、 博物 館 に は 地元 の 職人 が つく っ た 芸術 品 の 数 々 
が 収集 され て いま す 。 月 曜 と 除く 毎日 900 か ら 16:00 ま で 開館 し て いま 
す , 入場 料 は 30 バ ー ツ で す 。 


ス ア ン ル アン ・ ソ ッ プ サン 寺 

この セン ター は ロ チ ャ ナ 通 り に あり 、 アユ タ ヤ 研究 、 特に アユ タ ヤ 
が タイ の 首都 で あっ た 時 代 の 研究 を 専門 に する 国立 研究 所 で す 。 同 
セン ター は アユ タ ヤ 時 代 か ら 復元 し た 物品 を 展示 し 、 アユ タ ヤ の 歴史 
博物 館 と し て の 役割 を 担っ 
て いま す 。 また アユ タ ヤ に 関 
する 歴史 的 な 資料 の 情報 
提供 や 図書 館 と し て も 使わ 
れ て いま す 。 毎日 9:00 
か ら 16:00 ま で 開館 し て いま 
す 。 詳 し く は (035) 245123-4 
まで お 問い 合わ せ 下 さい 。 入 
場 料 は 100 パ ー ツ で す 。 

















چېم ٨‏ و له 

クティ ダ オ 寺 の 近く に あり 、 チャ オプ ラ ヤ コ サ (レック) と チ ヤ オプ ラ 

ヤ コ サ (パン ) に よっ て 、 ナラ イ 大 王 の 時 代 に 改築 され まし た 。 主 な 見 所 
は 独特 の 様式 の 大 き な 仏 塔 で す 。 


ヤ イ ・ チ ャ イモ ンコ ン 寺 
この 寺 は ウト ー ン 王 の 時 代 に 建 
立 さ れ 、 駅 と 同じ 街 の 南東 方 向 の 外側 
に あり ます 。 遠く か ら も 見 える 大 き な 仏 
塔 が あり ます 。 ナレ ー ス ワン 大 王 は 象 に 
乗っ つて 戦い を 制 し た お 祝い に この 仏塔 の 
建立 を 命じ まし た 。 ブー カオ トー ン の 大 
き な 仏 塔 に 匹 英 する よう な 大 規模 建設 
を 意図 し 、 ブラ ・ ジ ェ デ ィ ・ チ ャ イモ ンコ ン と 
名 付け まじ た 。 毎日 8:00 か ら 18:00 ま で 
開館 し て いま す 。 拝観 料 は 20 パ バー ツ で す 。 




























この 寺 の 元 の 名 は ブラ ・ 
メル ラチ カラ ム 寺 と いい ます 。 王宮 
の 反対 側 の コー ン ・ ス ー プ の 岸 
に あり 、 布 薩 堂 は 初期 の アユ タ ヤ 
風 建築 で す 。 一 番 興味 深い 品 は 
王 衣 を まとっ た 主 と な る 仏像 と 小 
本 堂 に ある 古い 石仏 像 で す 。 毎 
日 8:00 か ら 17:00 ま で 開館 し て いま 
す 。 拝観 料 は 20 パ ー ツ で す 。 


プー カオ トー ン 寺 

ح) ح002 -+092 رط 0ه ان وب چا 
ろ に ある この 寺 は ラー メス ワン 王 の‏ 
時 代 、 1387 年 に 建立 され まし た 。‏ 


ク デ イィ タオ 寺 

駅 の 東側 正面 に ある この 
古寺 は 他 の 寺 よ り 精 巧 な 職人 技 
の 美しい 装飾 が 施さ れ て いま す 。 












全て の 製品 は この セン ター と チト ラダ ショ ッ プ の 各店 で 販売 され 
て いま す 。 

バン サイ へ は 船 で 行く か 、 ガン ペン ペッ ト 通 り に ある 北 パ スタ ー ミ 
ナル か ら バ ス で 行く こと が で きま す 。 パス は 5:30 か ら 18:00 ま で 、 30 分 毎 に 
出 て きま す , 料金 は エア コン バス が 25 パ ー ツ 、 エア コン 無し の バス が 17 バ 
ー ツ で す 。 車 で は バン バイ ン 交 差 点 か ら 約 18 キ ロ の 地点 か ら 脇 に 入る 
バン サイ - サー ムコ ッ ク 通 り に 通っ て いく こと が で きま す 。 


バン サイ 王室 民芸 品 セ ンタ ー で の 見 所 

サハ プラ ミン クワ ン (本 館 ) で は 四方 が 切妻 造り に な っ て いる タ 
イ 式 建築 を 取り 入れ た も の で す 。 その 4 階 建 て の 建物 は セン ター 
敷地 の 中 央 に 構え て 、 と て も 印象 的 で す 地 細 は バン サイ 民芸 吊 セ ンタ ー 
や 国内 の 他 の 工芸 品 セ ンタ ー か ら の 工芸 
品 が 販売 され て いま す 。 1 階 と 2 階 に は バ 
ン サ イ 民 芸 品 セ ンタ ー の 秀逸 品 が 展示 さ 
れ て お り 、3 階 に は 会 議 室 、 地下 は 倉庫 と 
し て 使わ れ て いま す 。 

工芸 品 村 に は タイ の 各地 方 特有 

の 建築 様式 を 取り 入れ た 伝統 的 家屋 が 
あり ます 。 タイ の 生活 様式 、 劇 や 出し 物 と 
いっ た 芸術 と 文化 展示 ・ 実 演 す る 恒久 
的 な 場所 で す 。 

鳥 園 に は ニケ ヶ所 大 型 施設 が あ 
り 、 数 多く の 珍し い 和 鳥 が 飼 わ れ て いま す 。 
内 部 に は 自然 を 醸し 出す 滝 や 小川 が あ 
り 、 訪れ た 人 々 が 吊り 橋 を 渡っ て 、 施設 の 
上 部 か ら 鳥 た ち を 間近 で 観察 する こと が で 
きま す 。 入場 料 は 10 バ ー ツ で す 。 
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バン サイ 王室 民芸 品 セ ンタ ー 


毎日 600 か ら 18:00 ま で 開館 し て お り 、 入場 料 は 100 パ ー ツ で 
す 。 バン サイ 郡 チ ャ ン ヤ イィ 村 に ある 285 ラ イ ( 141 一 力 一 ) の 広大 な 敷地 
に この セン ター は あり ます 。 アユ タ ヤ や 他 県 の 農民 を 対象 に ここ で 民芸 
品 製 作 実習 が 開か れ て いま す 。 この セン ター で は タイ の 四 地 方 の 農民 
の 生活 振り や 働き ぶり 、 民芸 品 の つく られ 方 を 垣間見 る こと が で きま 
す 。 この セン ター は 1976 年 7 月 21 日 に 設立 され た 王妃 の サポ ー ト 財団 
の 傘下 に あり ます 。 ここ に ある 製品 や 活動 に は 次 の ゆ も の が あり ます 。 

- し だ 製 の 籠 

- 編み 籠 

- 手 織り 絹 ・ 費 

- HRM 

- 木彫 り 

- 手作り ミニ タイ 人 形 

- 家具 
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リム ツブ ム て ወ 

は アユ タ ヤ の 一 区 域 で 、 バ ンコ ク の 北 、 電 車 で 58 キ ロ 、 車 で は 
61 キ ロ の と ころ に あり ます 。 バ ン バ イ ン は 多く の 観光 客 を 魅了 する 宮殿 
で 有名 で す が 、 元々 は 川 の 中 州 が あっ た と ころ で し た 。 ブ プラ サー トト ー 
王 が アユ タ ヤ の 王 で あっ た 時 代 (1630-1655 年 )、 チ ュ ン ポン ニカ ヤラ ム 
寺 は ブラ サー トト ー ン 王 の 時 代 に 建築 され た も の が その まま 残っ て お り 、 
プラ サー トト ー ン 王 以 降 も 、 アユ タ ヤ の 歴代 の 王 に よっ て 地方 の 住居 と 
し て 使わ れ て きま し た 。 バ ンコ ク へ 遷都 され た 後 、 バ ン バ イ ン 宮 殿 は 80 
年 間 放 置 さ れ て きま し た 。 ラ マ 4 世 の 時 代 (1851-1868) に な っ て か ら 、 
再び 国王 に よっ て 訪問 され る よう に な り ま し た 。 ラ マ 4 世 は 元 あ っ た 宮殿 
の 敷地 内 に も う 一 軒 住居 を 建て られ まし た 。 息子 の ラマ 5 世 (1868- 
1910 年 ) は この 宮殿 を 気に入ら れ 、 毎 年 ご 滞在 に な り 、 今 ある 宮殿 の 
よう に 改築 され まし た 。 

バン バイン 島 は アユ タ ヤ 市 の ある 島 か ら 40 キ ロ の と ころ に あり ま 
す 。 ア ユタ ヤ か ら パ ン パ イン へ は パ ホ ン ョ ティ ン 通 り の 35 キ ロ 地 点 で 右折 
し 、7 キ ロ 行 く と パン パイ ン 宮 典 が あり ます 。 

毎日 8:00 か ら 6:00 ま で 開館 し て お り 、 入 場 料 は 100 バ ー ツ で 
す 。 詳 し く は (035) 261044、261935 ま で お 問い 合わ せ 下 さい 。 





N) 


سر A‏ او 


ワン ブラ ー( 淡水 水族 館 ) は タイ で 最大 規模 を 誇る 淡水 水族 
館 で す 。8 面 体 の 採光 を 横切る と 、 そこ は 水族 館 の 入り 口 で す 。 そこ 
か ら 廊 下 を 進ん で いく と 、 巨大 な 変形 三日月 形 の 水槽 へ と 導 か れ 
淡水 の 世界 を 探索 する こと が で きま す 。 タイ の (部 か ら 中 部 平野 を 買 
流す る タイ の 大 動脈 と も いえ る チャ オプ 
ラ ヤ ー/ 川 生態 系 に は 様々 な 有機 生 
物 が 生息 し て いま す 。 筒 状 の 水槽 に 
は タイ で 発見 され た 最も 絡 猛 な 食肉 
魚 が 飼 育 さ れ て いま す 。 入場 料 は 20 
کے نا‎ 。 





2፡4 የፓር ፳በጋ፤በማርጠጩ፡‏ لح وت 399 ۱ ر. لب په وړوان رل ۷ب لزا سے 

イ 中 部 の 建築 様式 で す 。 そ の 形 と 細部 に は 伝統 的 な 生活 様式 の 簡 

素 な 美 し さ が 反映 され て いま す 。 こ こ は 王 妃 や 他 の 王族 が セン ター を 

訪れ る 際 の ご 休憩 所 と な っ て いま す 。 花 や 草 の 茂 み 、 う っ つと りす る よう な 
人 工 の 滝 で 飾ら れ た 美しい 環境 で す 。 
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N رس‎ 
(安泰 な 地 の 庭 ) 


プラ テイ ナン ・ ウ ッ タ ヤー ン ・ プ ミサ ティ アン は チュ ラロ ンコ ン 王 が バ 
ン バ パイン 宮殿 に 滞在 され る 際 、 時 に は 年 に 三 度 も お 泊り に な る 程 、 好 
ん で お 泊り に な っ た 宿舎 で し た 。1877 年 に 建て られ た 2 階 建 て の スイ ス 
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農家 風 の こ の 木造 建築 の 屋敷 は 二 種類 の 濃淡 の 緑 で 塗ら れ て いま 
す 。 後に ロシア 旦 帝 二 ニコ ラス 世 が 旦 太 子 時 代 、1890 年 に ご 訪問 され 


た 際 に 随行 し た ロシア 官僚 の オク トム スキ ー 王 子 の 言葉 を 借り れ ば 、 


景 華 な 調度 品 と 洗練 され た 趣味 と 心地 よさ 」 と 表現 され た 場所 で し 
た 。 し か し 、 不幸 に も 1938 年 に 小 規模 な 修復 工事 を し て いた 時 に 不 
慮 の 火災 に 見 舞 わ れ ま し た 。 現在 ある 建物 は シリ キッ ト 王 妃 の 御 下 
合 で 建設 され た も の で す 。 銃 眼 を 設け た ネオ ゴシック 式 の 塔 に 似せ た 
水槽 は 火災 を 逃れ まし た 。 
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プラ ティ ナン (宮殿 ) アイ サワ ン ・ テ ィ バ ヤ ・ ア 
( 個人 的 自由 の 神聖 な 御座 ) 


プラ ヒナ ン ア イサ ワン ・ テ ィ ・ バ ヤ ・ ア ト は 1876 年 に チュ ラロ ンコ ン 
王 に よっ て 外側 の 池 の 中 央 に 立て られ た 4 ケ所 の 玄関 と 失 塔 の ある 屋 
根 が 特徴 的 な タイ 式 建築 物 で す 。 興 を 表装 する 前 に 王 章 を 変更 す 
る た め の 館 と し て 、 王 の 父 に あたる モン クッ ト 王 が 建て た 、 王 宮 に ある プ 
ラテ イナ ン ア ン ボ ポン ピ ム ッ ク ブ プラ サー ト の 複製 で た チュラ ロン コン 王 は この 
建物 を 下 に な っ た プラ サー トト ー ン 王 に | 
よる 建築 物 に 因 み 、 ア イサ ワン ・ テ ィ バ 
ヤ ・ ア ト と 名 づけ まし た 。 こ の 建築 物 は 
現在 、 息 子 の ワ チ ラウ ッ ト 王 (ラマ 6 世 ) IE EE 
に よっ て 設置 され た 、 陸軍 元 師 の 制 بج‎ ው. 1 | | に 
服 を まとっ た チュ ラロ ンコ ン 王 の ブロ ンズ 
像 が 収め られ て いま す 。 


プラ ティ ナン (宮殿 ) ウ ォ ロ バッ トピ マン ( 素 晴 
らし く 、 癌 か し い 天 国 の よう な 住居 ) 

プラ ヒナ ン ・ ウ ォ ロ パッ トミ マン は 1876 年 に チュ ラロ ンコ ン 王 に よ 
っ て 建て られ た ネオ クラ シッ タク 様式 の 一 階 建て の 屋敷 で す 。 拝 調 の 間 
と 控え の 間 に は タイ 歴史 上 の 重要 な 出来 事 や タイ の 文学 か ら 抜 粋 さ 
れ た 場面 を 表現 し た 油絵 が 飾ら っ れ て いま す 。 一 連 の 歴史 的 絵画 は 
1888 年 、 チュ ラロ ンコ ン 王 が 御 下 命 を 下 し 、 描か せ た も の で す 。 この 建 
۳ .. -78۳]84هم]|0(۳(88(ہ‎ 
在 も な お 両 隊 下 が 宮殿 に 宿泊 さ 
れる 際 に 使わ れ て いま す 。 




















1881 年 、 スナ ンダ クマ リー・ 222289 
ン バ パ バイン 宮殿 に 向かっ て 、 チャ オブ プラ ヤー 有川 を 船 で 
っ て いる 途中 、 船 が 沈み 、 湧 死 し まし た 。 チュ ラロ ン 
コン 王 は この 悲し み を 乗り 越え る た め 、 王妃 の 記念 
ات ۳ لاک ) 278712 ۸7260075 اا‎ 
身 で タイ 語 と 英語 の 献呈 の 辞 を 捧げ られ まし た 。 


サオ ワ バ パー クス ・ ナ リラ ッ タ ナ 王 女 と その 3 人 
の 御子 記念 碑 

1887 年 、 チュ ラロ ンコ ン 主 の 天 婦 で ある サワ パー クス ・* ナ リラ ッ タ 
ナ 王 妃 の 記念 原 の そ ば に 、 遺影 を 掲げ る 大 理 石 の 方 失 塔 を 建て られ 
まじ た 。 





p/A ア アル エッ アル だ 4 を ゴク た 3 

名 前 か ら も 分 か る と お り 、 この コロ ニア ル 様 式 の 二階 建て の 建 
物 は 1879 年 に チュ ラロ ンコ ン 王 の 兄 第 と し て その 一 行 を も て な す 場 所 と 
し て 建て られ まし た 。 
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ウィ ー ハ ー 4 کو‎ (天上 の 光 ) 

この 中 国 式 の 二階 建て の 建物 は 1889 年 に 中 華 商工 会 議 所 
に 当たる 団体 に よっ て 建設 され 、 チュ ラロ ンコ ン 王 に 献上 され た も の で 
す 。 オク トム スキ ー 王 子 は 、 「 装飾 を 施し た タイ ル の 床 と いい 、 黒 壇 で で 
きた 大 型 調度 品 と いい 、 金銀 、 陶器 が ふん だ ん に 装飾 品 と し て 使わ れ 
て お り 、 柱 や 窓 に 精巧 な 透かし 彫り 
が 施さ れ 、 実に ロマ ンス の 宮殿 で あ 
る 。 目 の 前 に は バン バイ ン 宮 殿 を は っ 
きり と 眺望 する こと が で きる 。 中 国 の 
皇帝 で さえ 「 これ より 素晴らし い 宮 殿 
は な い だ ろ う 」 と 記録 し まし た 。 


ホー ( 塔 ) ウィ トゥ ン ・ タ サナ (賢人 の 見 晴らし ) 

1۴:۰: E a jm om ره اوي ردو‎ 
て 建て られ た 周囲 の 田園 地方 を 見 渡す 
こと の で きる 展望 台 で す 。 


劇場 

この 劇場 は ラマ 6 世 の 御 下 命 に 
より 、 ウッ タ ヤ ー ン ・ プ ミサ ティ アン 館 の 西 
側 に ある 庭園 の 池 近 くに 、 夫人 の 住居 と 
し て 建て られ まし た 。 
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パン サイ デート 6 クラ ラ ト ラ フェ ア 
1 月 下旬 

毎年 、 バン サイ 民芸 品 セン ター で 催さ れる この フェ ア は 王妃 の 
サポ ー ト 財団 の 製品 を 展示 即売 する と と も に 、 地元 で 作ら れ た 製品 の 
展示 と 実演 も あり ます 。 民芸 音楽 や 舞踏 の 上 演 も フェ ア を 活気 付け る 
も の と な っ て いま す 。 


ソン クラ ン 祭 り 
401 1-6 

伝統 的 な タイ の 新年 は ソン クラ ン 水 掛 祭り で す 。 一 番 暑い 季 
郎 に 、 遊び 心 を 加え て 、 通り に 一 歩 出 れ ば 、 びっ し ょ り 濡 れ て し まう こと 
間違い な し で す 。 特別 祭事 が ウィ ハー ン パ ー の 前 で 開催 され ます 。 


モン コン ・ ボ ビッ ト 
バン サイ ロイ クラ トン 祭 リ 11 月 

バン サイ 民芸 品 セ ンタ ー で は ロイ クラ トン に 特別 な タ べ を 開催 
し て いま す 。 祝賀 行事 に は 伝統 的 な 灯 蒼 (クラ トン ) 作り 、 美人 コン テ 
スト 、 手工 芸 の 実演 ・ 展 示 、 そし て 川 へ の 灯 華 流し か が あり ます 。 
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ホー (神殿 ) へ モン ティ アン ・ テ ワラ ー ト 
(黄金 の 宮殿 、 神々 の 王 ) 










ری یں A‏ ای وت خو جرد 
ラー ト は 1880 年 に チュ ラロ ンコ ン 王‏ 
に よっ て 建立 それ た 石 の クメール‏ 
式 プ ラサ ー ト ( 王 ま た は 神 の 住む ト‏ 
クモ ロコ シ 型 建築 物 ) で 、 アユタヤ‏ 
の プラ サー トト ー ン 王 に 捧げ られ ま‏ 
し た 。 プ ラサ ー ト トー ン 王 の 時 代 に‏ 
金 の クメール 式 小型 プラ サー ト が‏ 
見 つか っ た た め 、 王 の 名 前 の 直訳‏ 
は 黄金 宮殿 の 王 と いう 意味 で す 。‏ 


チュ ン ボ ン ・ ニ カイ ラム 寺 

+7۸ص1632۶۲+]٭ و ح 
トト ー ン 王 の 御 下 命 に より 駅 に‏ 
続く 橋 の 近く の 島 の 端 に 建立 され‏ 


まし だ 。 
ニニ ウェ ー ト ・ タ マブ プラ ワ 
ول‎ 


島 の 外側 の 南部 、 宮 殿 
の 反対 側 に 1878 年 、 ラ マ 5 世 の 
件 下 命 に より 建立 され まし た 。 他 
の 寺 と 違う 点 は ゴシック 風 の 建 物 
で 、 タマ ユ ッ ト 派 の 僧 介 に 属す る も 
の で す 。 
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EJ 6101 Fortress 









Wat Khur Ph 






Wat Rang Kacha 6 
0 نا‎ Phananchoeng 
وا‎ 5 riyalal Patacs 


ይ"! Walthans Mosque 





Wat Kiang Pah Kran 9 





情報 提供 元 ・ 
タイ 観光 店 (TAT) 


観光 に 関す る お 問い 合わ せ は 
- タイ 観光 庁 (TAT) プラ ナコ ン シ ー ア ユタ ヤ 県 中 部 第 6 区 事務 所 
電話 番号 0-3532-2730-1、 0-3524-6076-/ 
(E メ ー ル : tatyatya@tat.or.th ( 
- 観光 情報 セン ター (TAT ク ー ル セン ター) 
- ウェ ブサ イト wwwr.tat.or.th 
E メ ー ル : center@tat.or.th 


51551 


AYUTTHAYA ፤ 












ሸሮ 
ا‎ PFN ۸ 22 


መ 


“ፈራ 





電車 で 
バン コク の フ ア ラ ン ボ ー ン 駅 か ら 電車 が 出 て いま す 。 詳し く は 
0-22204334 ま た は ホッ トラ イン 1690 ま で お 問い 合わ せ 下 さい 。 


バス で 

ガン ペン ペッ ト II 通り に ある バン コク バス ター ミナ ル ( 電話 番号 
0-2963 2852-66) か ら ア ユタ ヤ へ は 午前 5:30 か ら 午 後 7:20 ま で 、 エア 
コン バス が 30 分 毎 に で て いま す 。 バン パイ ン 、 バン サイ 、 アユ タ ヤ 行き の 
エア コン な し の バス は 午前 5:30 か ら 午後 7.20 ま で 頻繁 に 出 て いま す 。 


アユ タ ヤ へ は ハイ ウェ イ 1 号 線 ( パ ホ ン ヨ ティ ン 通 り ) を 通っ て ハイ 
ウェ イ 32 号 線 を 進み ます 。 
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